
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

   IFRS が求める事とこれからの経理・財務部門の役割 

概要 

第 116 回 

肥後橋センタービル 地下１階 
大阪市西区江戸堀 1-9-1  

Tel:06-6444-0203 
  四ツ橋線肥後橋駅より徒歩 1 分（ 7 番出口） 
  御堂筋線淀屋橋駅より徒歩 7 分（12 番出口） 

 

会場 

■セミナー資料について 
・セミナー資料は、会員専用サイトから各自プリントしてご持参ください。 

（開催日前日より会員専用サイトにて掲載）。 
・会場で実費（300 円～500 円）にてご提供もしております。 
・一般及びデルタウィン CFO 会員の方は当日会場にてお渡し致します。 

 

講師 中澤 進 （なかざわ すすむ） 氏 

株式会社ビジネスブレイン太田昭和 

会計システム研究所 所長 

日本 CFO 協会主任研究委員 

略歴 

投資家視点を標榜する国際会計基準（IFRS）は会計の役割
を大きく変えようとしています。原則主義は企業側の主体性
を求め、 公正価値・包括利益がもたらす利益の概念の変
化、連結概念の根本的な変化は経営管理活動に大きな影
響を与えます。当講演では、単なる基準の解釈でなく IFRSが
持つより本質的なものに焦点をあて、これからの IFRS 採用
にあたっての心構えと変革を求められる経理・財務部門の組
織･機能及び果たすべき役割を考えます。 

九州大学工学部卒業。71年日本 IBM入社。IBM コンサル
ティンググループに所属し、経理・財務部門の業務改革、
管理会計、内部統制分野でのコンサルティング及び会計シ
ステムプロジェクトの実績多数。2002 年 10月より IBM ビ
ジネスコンサルティングサービス（株）取締役フィナンシャル
マネージメントリーダーに就任、2007 年 12月退任後、
2007 年 1月より中澤会計情報システム研究所を設立、
2007 年 12 月アロウズコンサルティング㈱顧問に就任、
2008 年 2月株ビジネスブレイン太田昭和 会計システム
研究所長に就任。CFO 協会主任研究員、早稲田WBS 研
究センター特別研究員も兼ねる。「ダイヤモンド・ハーバード
ビジネスレビュー」「日経ビジネス」「CFO協会誌」「旬刊経理
情報」等への寄稿多数、その他セミナー講演多数。近著に
『プロジェクト現場から見た内部統制－実務者が語る日本
版SOX法対策－』共著（日経 BP社）『実践「経営の見える
化」プロジェクト』共著（日経 BP 社）、）、『会計イノベーショ
ン』共著（日経ＢＰ社）がある。 

日時 2月23日(火) 
18:30～20：00 （18:00 開場） 
講演時間は 90分を予定しております。 

 

※上記のお申し込み内容は、日本 CFO 協会の新サービス/キャンペーン/イベントの企画・開発の目的に利用させて頂きます。 

 

個人会員様のご紹介者は特別価格 3,000 円（税込）でご参加できます。ご紹介される方のお名前を以下にご記入ください。 
ご紹介によるご参加者の方は、当日必ずお名刺をお持ち下さい（２名様までご紹介可能です）。 
 

                         （ふりがな）                                        （ふりがな）   

ご氏名                           ご氏名                             

 

個人会員ご紹介者 

２名様をご優待！ 

※お問合せ先 

日本 CFO 協会大阪支部 

大阪府大阪市西区江戸堀 1―9―1 

肥後橋ｾﾝﾀｰﾋﾞﾙ７F 

info-osaka@cfo.jp／TEL:06-6444-0203 

肥後橋 

センタービル 

地下１階 

 

肥後橋センタ－ビル

地下 1 階 

FAX 06-6449-8683 
     

■終了後はワンコイン・バーでご歓談も！ 
会場内のサロンスペースにて、ドリンクを片手にご歓談ください。 

参加費５００円でご用意しております（午後 8:00 終了です）。 

■定員 40名 


